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1 研究主題設定の趣旨
1 現代の子どもたちに必要とされるもの
社会が著しく変化する中，現代の子どもたちには，幅広い知識と柔軟な思考に基づいて
判断することや，他者と切礎琢磨しながら異なる文化や歴史に立脚する人々との共存を図
ることなど，変化に対応する能力や資質が一層求められている。そのような背景から，教
育基本法，学校教育法が改正され，具体的な教育の目標が定められたロ平成20年 3月に改
訂された学習指導要領では，これらの法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ「生き
る力Jを育成することが第ーとされた。各学校においては，法的基準に従いつつ，さらに
創意工夫を加えて，地域や学校および生徒の実態に即した教育課程を再編成し，実施する
ことが喫緊の課題であるロ
2 本校生徒の課題
共同研究では，本校生徒に対し，道徳性に関する調査，キャリア教育に関する調査，学
級に関する調査，総合的な学習の時間に関する調査，学校生活に関する調査など，様々な
調査を行った。結果はおおむね良好であったが，次のような課題も浮かび上がった。
本校生徒は，自分に自信がもてないと感じたり，互いの主張を調整しながら新たな人間
関係をつくっていくことに不安があると感じたりしていること。学習を通して自分の生き
方について深く考えたり，将来への展望をもって，自分の目標の実現に向けて見通しを立
てて行動したりすることができていないと感じていること等である。
3 本校教育の目指す人間像
本校の教育目標および目指す人間像は，学習指導要領の理念である「生きる力」の育成
を具体化したものである。次に，本校の教育目標と本校教育の目指す人間像を示す。
教育目標
自他の生命を尊重し，自主・合理・創造の精神と豊かな情操とをもち，民主的で文
化的な国家および社会の進展に努めようとする，心身共に健康な生徒を育てるロ
本校教育の目指す人間像
1 生命の尊さを深く理解し，自他の生命を尊重して生きようとする人間
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2 絶えず自己の啓発に努め，自主的，創造的に生きようとする人間
3 人間としての強い連帯感をもち，自己と周囲との調和を図りながら，社会の発展
に貢献しようとする人間※ ※下線は筆者による
4 物事を常に具体に即して見究めるとともに，広い視野に立って総合的に判断しな
がら，自己の意志を決定して生きようとする人間
本校生徒の課題等を踏まえると，下線部に特に注目すべきであると考えた。
4 本研究における目指す生徒像および研究主題
共同研究では，社会から求められている人間像(幅広い知識と柔軟な思考に基づいて判
断することや，他者と切磁琢磨しながら異なる文化や歴史に立脚する人々との共存を図る
ことなど)や本校生徒の課題(人間関係づくりについて不安を抱いていたり，目標の実現
のために見通しを立てて行動することができていなかったりするなど)，本校教育の目指
す人間像(自己と周囲との調和を図りながら社会の発展に貢献しようとする)などから，
本研究における目指す生徒像を次のように設定した。
本研究における目指す生徒像
0自己と周囲との調和を図ることのできる，自己肯定感の高い生徒
0よりよい集団・社会を築こうと，自ら考え判断し，行動(実践)できる生徒
本校生徒を上記の生徒像に近づけるためには，まず，他の人の意見を共感的に受け止め
ようとする気持ちを育て，互いに受容し認め合えるような環境をつくる必要がある。その
ような環境の下で活動することにより，自己肯定感が高まっていくと考えられる。
さらに，自分の思いや考えを表現したり，正しい判断をしたり，互いに協力しながら見
通しをもって行動したりする経験を積ませたい。また，多様な見方や考え方に触れる機会
を増やし，広い視野をもった生徒を育てていきたい。そして，後述する「確かな学びJを
各教科，領域等において効果的に行い，上記の生徒像に近づけさせることで，様々な場面
で自分の考えをもち，自信をもって主体的に取り組めるような，自己を確立した生徒を育
成したいと考えた。
以上のことから，研究主題を「確かな学びを通して自己を確立する生徒の育成Jと設定
した。
2 研究構想
1 本研究の目的
本研究の目的は「目指す生徒像の実現により，自己を確立し，将来，社会の変化に対応
しうる生徒を育成するJことである。そのためにどのような手だてが有効なのかを明らか
にしたいと考えている。
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2 研究計画
(1) 第 1年次
ア 生徒の実態把握と本研究における目指す生徒像を検討する
イ 各教科および領域等の構想を示す
(2)第 2年次(本年度)
ア 教育課程全体構想，年間指導計画，評価計画等を検討する
イ 各教科および領域等の実践から，目指す生徒像の実現に迫る事例を集積する
(3)第 3年次
ア 教育課程の検証を行い，今後の教育の在り方について検討する
イ 目指す生徒像にいかに迫ったかを検証し，研究全体の評価を行う
3 研究組織
共同研究を行うにあたり，研究組織を次の図 1のようにおいた。
本年度，各教科・領域等では，それぞれ本研究における目指す生徒像に基づき，全体構
想、を検討し，年間指導計画，評価計画等を作成した。
また，研究係・各部長会，共同研究委員会においては，各教科，領域等の部会における
研究の進捗状況を確認し，共通理解を図るとともに，それぞれの研究の統率を行った。
教育課程編成委員会においては，共同研究委員会で示された研究の方向性を受け，教務
主任を主務者として，再編した教育課程を実施するための調整を行った。
共同研究全体会
教育課程編成委員会
共同研究委員会
研究係・各部長会
各教科 道徳部会
図 1 研究組織
3 前年度までの研究内容
1 r確かな学びJについて
本研究の研究主題の中にある「確かな学び」について，次のように定義したc
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①各教科，領域等における基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けること
②身に付けた知識・技能等を活用し，感じたり考えたりしたことを表現し合いながら，
互いの資質・能力等を高め合うこと
③小さな成功体験を積むなどして，自分の考えに自信をもったり，学んだことの有用
性を実感したりすることで，主体的に学ぶ姿勢を身に付けること
①は，単に暗記すればよい学習内容にとどまらず，実生活において生きではたらくもの
として身に付けるべきもので， i確かな学びj の土台となる要素である。
②は，①で得られた知識・技能等を活用し，その過程で考えたり見出したりしたことを
互いに交流し，思考力，判断力，表現力等を高め合うような学びの要素である。ここでは，
身に付けた知識・技能等を単に取捨選択するだけでなく，問題の解決や目標の達成に向け
て他者と調整し合うことまで想定している。①において得られた知識・技能等は，②にお
いて思考力，判断力，表現力等を高め合うことで，より確かなものへと更新されていく。
③は，自分の考えが基になって問題を解決できたり， 目標の達成につながったりする経
験や，受容され認められる体験を積むことなどから，自己肯定感や，次の学習への意欲を
高めていく学びの要素である。
本研究では， i確かな学び」を，①②③それぞれの要素が相互に関連し合う，各教科，
領域等で行われる総合的な学びの営みであると捉えている。
2 r確かな学びJを効果的に実践させるために
本研究においては，本校のこれまでの研究を生かしつつ，教育活動の中に「協同Jを取
り入れるなどして，効果的な「確かな学びJを生徒に実践させ，本研究における目指す生
徒像に近づけたいと考えているE
(1) これまでの研究について
本校ではこれまで，学習指導要領の理念である「子どもの生きる力をはぐくむこと J
を主眼とした研究を継続的に行ってきた。各教科，領域等で効果的に「確かな学び」を実
践させるためには，これらの研究の成果を活用すべきであると考える。
平成17年度からの 3か年間にわたり「ともに学ぶよさをいかした学習指導の在り方ーコ
ミュニケーションする力の育成と活用 -J と題し，各教科が目指す学力や社会性を向上さ
せるために，学び合いを支える「コミュニケーションする力j を育成することを目的とし
て，教育方法の開発，および各教科・領域等が有機的な連携を図れるようなカリキュラム
の開発を行った。この研究により，生徒のコミュニケーション活動に対する意欲は向上し，
技能面に関しでも自信を深めさせることができた。
平成20年度からの 3か年間にわたっては「新しい時代に対応した授業の在り方を考える
一活用型学習活動の実践を通して一J と題し「身に付けた知識・技能等を学習や生活にお
いて生かし，総合的にはたらかせることができる生徒」を育成するために，活用型学習活
動に焦点を当て，その内容や指導の手だての在り方について検討し，実践事例集の作成を
行った。この研究により，活用型学習活動の内容や，その活動をより促進させるための手
だてなどが，思考力・判断力・表現力を育成するための有効な手段の一つであることが確
かめられた。特に，実践から見出した次の「活用型学習活動を促進させる三つのキーワー
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ド」に留意して取り組んだ授業では，知識・技能等を効果的に身に付けさせ，思考力・判
断力・表現力の伸長を図ることができた。
i活用型学習活動を促進させる三つのキーワード
jO自己の学習状況を認知する機会をもたせること [自己の学習状況の認知]
:0自己の思考を深めたり，言いたいことを他の生徒にうまく伝えるために言葉を適切:
に使用し，集団における思考を深めたりすること [言葉の適切な使用]
jO他者とのかかわりの中で，相手がどのような状況にあるのかを意識し，それに合わ!
せた表現をしたり，知識・技能等を活用したりすること [対人意識]: 
(2) r協同Jについて
本研究では「協同」について，次のような活動を含んでいるものと考える。
①互いに協力しながら，一つのものをつくり上げたり，追究したりすること
②互いの考えを伝え合ったり，多様な見方や考え方に触れたりすること
①について，っくり上げたり，追究したりしていくものとは，学習や生活における問題
を共に解決していくことや，行事などを共に企画・運営していくことなどの学校の教育活
動はもちろん，地域や社会の中で体験しうることまで想定している。はじめは，互いに認
め合える集団の中で身近なことに取り組み，協力しながら追究する経験を積ませたい。
また，これは②の活動とも関連しているが，互いに協力するということについては，そ
の活動の中で他へはたらきかけたり，他から学んだりすること，その場で必要だと思われ
ることを自発的・自律的に行ったりすることであると考えている。将来的には，これらの
経験を生かして，互いに認め合える集団だけでなく，関係性がまだ不十分な集団の中でも
積極的に協力できるような，社会性につなげたいと考えている。
②については，生徒同士が互いの考えを交流させることで，新たな知見を得たり，解決
のための見通しをもったりすることと考える。相手の同意を得るためや納得させるために
必要な調整をしたり，自分の考えを表明し相手からの助言や評価を得たりすることにより，
自己認知が高まる。このような活動を通し，周囲の意見を共感的に受容しながら，自分の
考えを自信をもって発信できるような資質を育成できると考えている。
3 仮説
以上のような考えのもと，次のように仮説を設定した。
これまでの研究を生かしつつ「協同Jなどの手だてを取り入れ「確かな学びJを効
果的に実践させることで， r自己と周囲との調和を図ることのできる 自己肯定感の
高い生徒Jrよりよい集団・社会を築こうと，自ら考え判断し，行動(実践)できる生
徒Jを育成することができるであろう
4 本年度の研究内容
次の図 2に，本研究における教育課程の構想を示す。
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目標適成のための手だて
. r冊人および社会のー貝とし
ての在り方，檀康や安全に閉
するととj に耳~.ft し，年間
指導計画を作成
.コミュ2ケザションプログラ
ムの改訂および充実を図り.
指導計画に意図的・計百的に
位置付ける
.道寵および各教科との開通を
図り，自棟約な集団行動を過
して，鑓康や安全，集団生活
のさまりや社会生活上のルー
ル.公衆逝徳なぜについて盟
ましい体験を得ることによ
り.人間としての生き方につ
いての自覚を深める
総合昔拘学習@問題@回a
. 横断的・総合的な学
究的な才制訪を過して，
・体験的な鴻動号事で自ら抱い
た疑問をもとに幌国を蹴定
する脅訪を育てる
・竿び3守やものの考え方を身
に付付，自ら進んでよりよ
〈楳掴を解決する資質や能
力を育てる
・問題の解決や探究渦動に主
体的，創造的.協同約に取
り組む態度を育てる
-社会の-_aとしての自覚や
自己肯定感等をもとに自己
の生き方を考えるととがで
きるようにする
目標遭成のための手だて
1<0様々なひと・もの・とととの出l
会いの徹会そ股けること
道徳
各教科
とれかお@均四臨時分を臨す糊吋
向キ鶴九霊紋五欝議都議F醐
官糊端麗毒事ミ蔀韓議製諸君錦搬すー
錨掛町錦織2誠齢髄援護設問醐
縄問明E2織品輸間明|
晶つ鳴亀鶴務益金認さ議議長球主l
外四犠羽海謀説鰐器議鶴製品川
週誕の時間を『要Jとして，学校教育会体を過して道徳性をは号、〈む
各教科・綴織寄警の学習内容〈学校行事における体験的な治動など)と一庖開通付ける
f子容との開通の例:生徒会総会と『集団生捕の向上心理動会と『友情・f自調J，母娘式と『家族愛J，r.器使心
図 2 本研究における教育課程の構想
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各教科の研究
各教科では，学習指導要領の理念を踏まえ，学力の三要素を相乗的に育成する年間指導
計画の作成，指導や評価の手だての工夫などを行い「協同Jなどを取り入れつつ，共同研
究の目的に沿った研究を行っている。各教科の研究は，各論を参照されたい。
なお，各教科と共同研究とのかかわりについて簡潔にまとめ，表 1~こ示す。
表 1 各教科と共同研究とのかかわり
1 
「確かな学びJを通して，社会生活に必要な言語の力を高めることを目的とし，次の三つに留意し
た年間指導計画を作成する。
(1)どのような言語の能力をつけるのかを明確にした言語活動を設定すること。
(2)活動を自己保検させることを通して，思考力・判断力・表現力を育成すること。
(3) r協同jを意識すること。
「協同」に関しては，グループのメンバーが，共有した目標に向かつて一緒に活動し，グループの
成功に向かつて，仲間同士が援助したり，励ましたり，認め合ったりすることで，生徒同士がお互い
の成功を促進し合う機会を作りたい
「これからの社会とそこに生きる自分を構想する生徒の育成j をテーマに研究を進める。中学校社
会科における『構想力Jとは，これからの社会やそこに至る道筋，自分の在り方等を.情報を収集・
分析・総合して論理的に考え，明確に予測する力であり，これからの社会を切り拓き，生きていく力
の中核となるものである。「構想力Jの育成が本研究における目指す生徒像『よりよい集団・社会を築
こうと.自ら考え判断し.行動(実践)できる生徒Iの育成につながる
「数学的な表現力をはぐくむ指導の在り方」をテーマに研究を進める。「数学的な表現力Jを「①言
葉や図，表，式，グラフ，記号などを適切に使って自分の考えを表現できる力，②表現したものを適
切に読み取ることができる力，③根拠を明らかにし，筋道立てて説明することができる力j と定義し，
f協同」の手法を取り入れ，互いの考えを伝え合ったり，練り合ったりする話し合い活動を通して，
そのような力をはぐくもうと考えた。より効果的に話し合いをさせるには，どのような課題を与え，
どのような手だてを講じればよし、かを研究している
適切な課題を生徒に与え，共通の目的のもと，論理的に説明し合うことで，意見の食い違いを整理
・解決させながら学習に取り組ませ，課題解決のための意欲を高め， r確かな学び」をさせたいと考え
ている。特に誤概念をもちやすい分野については， r協同jの手法を取り入れるなど，生活体験や既習
内容をもとに.課題について詳細に検討する機会を与え.概念の再構築ができるようにしている
「思いや意図をもって表現するための学習指導の在り方~音楽を表現する喜びゃ達成感を味わえる
授業づくり"-'Jを研究テーマとして実銭研究を続けている。「何となくこのように思う。Jr自然にこの
ように表現した。Jなどのように，音楽を感覚的にとらえることは大切なことだ。だが，音楽を形づく
っている要素やその働き，要素同士の関連，それらが醸し出す雰囲気等を理解した上で，聞いたり表
現したりすれば，音楽表現の技能が高まる。そしてその技能は音楽表現の創意工夫に生かされる。さ
らに音楽を表現する喜びゃ達成感を味わうことができると考えている。このことは，音楽科の確かな
学力をはぐくみ.自己肯定感を高めることにつながる
「他者との関わりの中で，自己の思いを表現する造形活動Jをテーマに研究を進める。生活や社会
との関わりを意識した題材を通して，周囲の人々のことを考えながら自分の思いを表現する態度を育
成し，共同研究で目指す生徒像に近づけていきたい。
「協同Jは，鑑賞や表現の過程における意見交換の場で，互いの多様な見方や考え方に触れること
で思考を深め.感性を磨き，その後の表現や鑑賞の活動に有効に作用するように取り入れていく
体育分野では，技術を習得する際や作戦を考える際，自分はグループのために何ができるのかを考
えさせ，自然にその役割がとれるように学習活動を進める。保健分野では，課題の難易度や目標の設
定を集団に適したものにして，議論しやすい場を設定する。両分野とも「協同j を意識してグループ
で同じ学習の見通しをもたせ，非難や攻撃をせずに間違いを指摘したり，違う意見に対して建設的に
話したり協力して課題解決ができるようにする。これらの学習活動と学習後の振り返りから，自己有
感を高めたり良好な関係、の維持を意識させたりしながら，目指す生徒像の育成につなげる
ESDの考え方などを取り入れながら，自分の将来を展望し，持続可能な社会の形成者として主体
的に行動できる生徒の育成を目指しJ rつながりJをキーワードとして指導計画や学習指導の工夫をす
る。指導計画は，分野・学習内容・題材のつながりをもたせてb、く。学習指導の工夫としては，問題解
決的な学習などで，社会的，経済的，環境的側面を踏まえて解決策を最適化させる学習活動を設ける。
その際には，生徒同士が協力・協同し，互いに認め合いながら，技術を適切に評価し活用したり，よ
りよい生活を創造したりするための方法について考えていけるようにする
(1)自分の意見・考えをしっかりともち，互いに意向を伝え合い，受容し合うことで自分の存在が認
められることを実感し，自己肯定感を高められるようなコミュニケーションの場を設定する。
(2) コミュニケーションを図る中で，話し手や聞き手(書き手や読み手)として取るべき態度を自覚
し，必要な言動を適切に選択し，表現できる生徒を育成する。
(3) コミュニケーション活動の中に共通の目標に向かつて意見を交流させたり，アドバイスをし合った
りする等の「協同j を意識した対話活動を盛り込むことで，対話の内容の幅を広げたり，より分かり
やすく思いを伝え合ったりする場を設定する。
言香
科
国
???
理
科
Z主二
回
楽
科
???
?????
?????
?
???????
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2 各領域等の研究
共同研究では，昨年度から，それぞれの領域等が教育課程の中でどのような役割を果た
し，生徒にどのようにはたらきかけるのかについて研究を進めている。
なお，各教科・領域等の教育活動は，それぞれの特性を理解した上で，相乗効果を引き
出せるようなものでなければならないと考える。例えば，各教科の学習には，特別活動で
養われた自発的・自主的態度が好影響を及ぼすであろう。道徳性については，その価値を
理解した上で，特別活動における集団活動の場で実践させることができる。特別活動の実
践には，各教科で培われた力，さらには集団活動を円滑にする道徳性が不可欠である。総
合的な学習の時間は，各教科・領域において培われた能力と態度が発揮できる横断的・総
合的な学習とする必要がある。
そこで，各領域等において「協同」などを効果的に取り入れ，共通の理念のもとに目標，
内容，評価等を作成し，本研究における目指す生徒像に迫れるよう，学習や経験の場を準
備，設定することに努めたロ
(1)特別活動における「確かな学び」を支える技能の習得について
本年度，特別活動では，各教科が目指す学力や社会性を向上させるために「コミュニ
ケーションする力」を育成することを目的としたこれまでの研究の成果を生かしながら，
幅広い場面における話し合い活動，異年齢集団による活動，体験的な学習を行わせること
に留意し，年間指導計画の作成を行った。
学級活動においては，重点目標に照らし合わせ，アサーショントレーニング，ピアサポ
ート，エンカウンターにより構成されたコミュニケーションプログラムの改訂および充実
を図り， 3年間にわたって実施するよう，年間指導計画に意図的・計画的に位置付けた口
例えば J 1年生では「情報の伝達J(ピアサポートを用いて)として，相手に分かりや
すく情報を伝えるために何が必要かを理解する活動， r話の聞き方，伝え方 1J (ピアサ
ポートを用いて)として，聞き手がどのような態度だと話がしやすいか，逆に話が弾まな
いのはどういうときか考えさせる活動， rこの人どんな人?J (アサーショントレーニン
グを用いて)として，アサーティブな発言を心がけ，さわやかなクラスづくりをしていこ
うという活動などを設定している。
2年生では， 1年生で行った話の聞き方，伝え方(ピアサポートを用いて)の発展とし
て，話を聞くときは疑問調で始まる問いかけが有効であり，それにより他者理解が進むこ
とに気付かせる活動， r共同絵画J(エンカウンターを用いて)として，声を出さずに男
女混合の4人一組でまとまりのある 1枚の絵を完成させ，グループごとに完成した絵とタ
イトルを発表する活動などを設定している。
3年生では「問題を解決する方法J(ピアサポートを用いて)として，言葉の裏側にあ
る話し手の気持ちをくみ取る重要性に気付かせる活動などを設定している白
このように，よりよい人間関係の構築のため，どの学年でも「個人および社会の一員と
しての在り方，健康や安全に関することJの項目に多くの時数を配当した。自己を開示し
ながら，生徒同士で互いを認め，共感し，支え合うような学級活動を効果的に実施し，集
団への所属感や信頼感，貢献感を高めることは，本研究における目指す生徒像に迫るため
の土台となってくると考えている。
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(2)総合的な学習の時間について
本年度，総合的な学習の時間では，本研究における目指す生徒像の実現と本校におけ
る目標を達成するために，体験活動の充実や大学の教員など本校ならではの教育資源、の活
用について，より具体的な手だてを検討しながら，全体計画と年間指導計画を作成した。
先に述べた「確かな学びJを支える技能を活用しつつ，今後，実践を重ねながら修正・改
善を行っていく予定である口
全体計画の作成にあたっては，本校の教育目標や生徒の課題，本研究における目指す生
徒像などを踏まえ，次のような目標を設定した。なお，下線の項目は，本校の総合的な学
習の時間の特色となる部分である。
総合的な学習の時間の目標
横断的・総合的な学習や探究的な活動を通して，
-体験的な活動等で自ら抱いた疑問をもとに課題を設定する能力を育てる
・学び方やものの考え方を身に付け，自ら進んでよりよく課題を解決する資質や能
力を育てる
・問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育てる
-社会の一員としての自覚や自己肯定感等をもとに自己の生き方を考えることがで
きるようにする
以上の目標を達成するために，メインテーマを「自分を磨こう~授業づくりを通して...J
とし，次ページの表 2のような指導計画を作成した。生徒たちは，無作為に編成した 5人
一組のグループで，取り組むべき課題を検討する口このようにグループを編成するのは，
関係性が不十分な集団の中でも積極的に協力し合い，人任せにすることなく主体的に活動
させるためである c さらに，その 5人グループで課題を追究し，その成果を授業の形式に
まとめ， 50分の授業を行わせる。
なお，この学習活動においては，次の三つの手だてを講じている。
①様々なひと・もの・こととの出会いの機会を設けること
②主体的，創造的，協同的な探究活動と授業形式による表現をさせること
③意図的に自己の生き方を考える機会を設けること
①様々なひと・もの・こととの出会いの機会を設けること
①は，指導計画の中にある「課題との出会しリにおける体験活動や「課題追究と授業
の実践Jにおける探究活動の中に，意図的に広い分野の学習対象との出会いの機会を設け
ることである。授業づくりを通して課題を設定し，解決する資質や能力などを育て，自己
の生き方を考えられるようにするためには，まず，様々な出会いによって新たな発見をし
たり，憧れの気持ちを抱いたり，時には厳しい批判を受けて自分の甘さに気付いたりと，
普段の生活では経験できないような刺激を受ける必要があると考えた。具体的には， 1年
生では福祉・環境・情報に関する体験的な活動， 2年生では国際理解・食に関する体験的
な活動， 2年生終了時には留学生との交歓会， 3年生では国境なき医師団に関する学習な
どを計画し，実践を始めている。
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表2 総合的な学習の時間における各学年の内容と学習活動
テーマ「自分を磨こう~授業づくりを通して'"-'J
学年 I 1年生
内容| 授業をつくろう I
課|・福祉・環境・情報に関する体験
題| 的な活動等を通して抱いた疑問
と| を基に課題を設定する
の
出
」弘
三三
2年生
授業をつくろう E
. 1年生の学習や，国際理解・食
に関する体験的な活動等を通し
て抱いた疑問を基に課題を設定
する
3年生
授業をつくろうE
-留学生との交歓会をはじめ，今
までの学習や，国境なき医師団
から学んだこと等を通して抱い
た疑問を基に課題を設定する
-必要な情報を収集し，整理・分
析して課題の解決に取り組む
-学習を通して学んだことを伝え
るための「授業Jをつくる
• r授業jの実践は2因。自分の学
級と他学級を対象に行う。保護
者や学習にかかわった専門家な
どの学校外の大人の方にも参加
を呼びかけ(そのためのCMづく
りをする)授業を受けてもらう
• 1回目の実践の後，自分の学級
で「授業研究会j を行い， 2回
のI I I 目の実践に生かす
実卜新たに抱いた疑問を 級友と共|・新たに抱いた疑問を，級友と共卜学習を通して学んだことを級友
践| 有する | 有する | と共有する
• 1年間の学習のまとめをする い学習して考えたことを『留学生卜 3年間の学習の賑り返りをし，
との交歓会Jで発表し，留学生| これからの自分について考える
の視点からの意見をもらう
-1年間の学習のまとめをする
ス|・学習を進めながら，課題設定や|・学習を進めながら，ポスター作卜 1，2年生で身に付けたスキル
キ| 情報収集・整理・分析，まとめ| 成の仕方やファシリテータ一役| の中から適切な方法を選択した
/レ| 等の方法に関する「講座j の中| の方法などを学ぶ「講座j の中| り組み合わせたりして，学習に
の| で，各スキルを身に付ける | で，各スキルを身に付ける | 取り組む
習
得
??
-必要な情報を収集し，整理・分
析して課題の解決に取り組む
-学習を通して学んだことを伝え
るための「授業Jをつくる
・「授業Jの実践は1因。自分の学
級を対象に行う
・級友の「授業Jを受けることで
新たな疑問を抱き， 2年生の学
習につなげる
-必要な情報を収集し，整理・分
析して課題の解決に取り組む
-解決の途中でポスターセッショ
ンを行い，それまでの学習を見
直す
-学習を過して学んだことを伝え
るための「授業jをつくる
・「授業Jの実践は2因。自分の学
級と他学級を対象に行う
-級友等の「授業Jを受けること
で新たな疑問を抱き， 3年生の
学習につなげる
これらの出会いなどから抱いた疑問を基に，グループ内で考えを出し合い， K J法など
を用いて追究すべき課題となりうるかどうか検討する。その後，企画書を作成しながら，
解決の手順や方法の見通しを立てたり，実現可能かどうか検討したりするなどして，より
よい課題に作り上げていく。このような過程を通して，課題を設定する能力を育てていこ
うと考えた。
また「課題追究と授業の実践Jでは，調査活動の中で様々なひと・もの・こととの出会
いが想定されるが，それを意図的に設定する場合もある。例えば t 2年生では教育実習生
が着任している時期に中間報告としてのポスターセッションを行い，大学生の視点から意
見をもらったり，他の学級に出向いて授業形式の発表をしたりする活動を設定している。
また 3年生では，授業形式の発表の際，他の学級に出向くほか，保護者や専門家を招き，
そこで意見交換をするような活動を設定している。このような活動が新たな出会いを生み，
生徒がさらに広い視野から物事を考えることができるようになるのではなし、かと考える。
②主体的，創造的，協同的な探究活動と授業形式による表現をさせること
②は「課題追究と授業の実践Jにおいて，問題解決的な活動の一連の流れの中で，グ
? ?
ループごとに主体的，創造的に探究活動に取り組ませることである。
ここでは，課題を追究させ，成果の発表の場として， 50分の「授業Jを行わせる。課題
追究したことを表現するときには，生徒自身が教師役となり，聞き手となる相手(1年生
では級友， 2年生では同学年の生徒， 3年生ではそれに加えて大人の方)に対する授業の
形式で行わせる。「授業Jを行うことは，生徒にとっては難題である。しかし， 5人で「協
同j すれば，克服できない課題ではない。生徒の意欲を喚起するためには，このように一
人ではできないが，教師の支援があれば，もしくは友人と協力すればできる程度の難易度
をもっ課題が必要だと考える。本校では「授業Jをさせることで意欲を喚起させようと考
えている。
「授業Jを行わせる利点、は，上記のような意欲喚起の他にも，
ア 役割分担が容易で， r協同」しやすいこと
イ 教師が，自分たちで培ってきた経験を基に援助しやすいこと
が，利点として挙げられる。
アに関して例えば，追究場面における情報収集段階で，フィールドワークに出かける際
にも，連絡調整，機器の準備，質問内容の整理など，様々な役割が必要であろう。また，
情報の整理・分析，まとめの段階では，それぞれの生徒が情報を持ち寄り， r授業Jの成
功という共通の目的のため，互いの考えを出し合いながら，構想をまとめていくだろうと
考える。
もちろんI r授業」を行う段階では，自分たちの追究の成果をより効果的に表現するた
めに，メンバーの個性を生かした役割を決める必要がある。自分も全体の前に出る以上，
他人任せなどにはしていられないのである。
イに関しては，我々教師の腕の見せどころである。生徒にとって「授業Jを行うことは
初めての経験である。どうしてよし、か分からず，不安なことも多いであろう。そのため，
時間をかけて授業案を作成させる。図 3は， 1年生の生徒が作成した授業案である。もち
ろん，担当教師の経験を基に十分な援助を行い，活動内容は吟味されている。また，我々
が通常作成する指導案とは異なり「役割分担Jr担当者j の欄を追加しである。この欄を
設けることで， r協同Jを意識させているのである。
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③意図的に自己の生き方を考える機会を設けること
まず，手だて①にあるような様々なひと・もの・こととの出会いこそが，生き方を考
える機会の一つにあげられる。様々なひと・もの・ことから刺激を受けることで，自分の
ことについて深く考えていくだろうと考える。例えば， 2年生の始めにシェフの音羽和紀
氏を招き，生い立ちから人生観についてや食の大切さなどの講話と食材にあわせたソース
づくりを実演していただいた。生徒たちは，音羽氏の一言一言に耳を傾け，一挙手一投足
を食い入るように見つめ，目の前で刻々と変化していくソースやそれを用いた料理に舌鼓
を打っていた。経験に裏打ちされたプロの技を目の前で見る体験は，生徒にとって衝撃的
だったようである。
このような体験をその場限りのものにしないために，各授業の終末で振り返りシートに
記録させるようにした。振り返りシートには，授業の内容のほか「衝撃を受けた・印象に
残ったひと・もの・こと」を書かせる。このような記録を蓄積させていくことで，後に生
徒が読み返したときに「自分はこのようなことに目を向けていたJrこのようなことに興
味をもったJなど改めて自己認知することができ，自分のこととして深く考えるきっかけ
となるだろうと考える。実際に，音羽氏の講話と実習の後の振り返りシートには「音羽さ
んの講話の中で，“一歩を踏み出すために自律し，自分で行動する"という言葉が，将来，
よい人生を送るために大切だと思い，印象に残った。 Jr音羽さんが“料理.はコミュニケ
ーションの道具になる"と言っていて，料理の力はすごいんだと思った。ソースの味が次
々と変わっていってすごかった。 Jr自分も音羽さんのように地産地消で，地域を活性化
し，思返しをしたい。Jなどのコメントが見られた。
また，各学年の探究活動の終末では，意図的に活動の振り返りの機会を設けた。
以上のような取組をしていくことで，自分の生き方について考えるきっかけをもたせて
いきたいと考える。
(3)領域相互の関連について
本校生徒を対象とした道徳性に関する調査の結果より「道徳的価値を自覚していても，
道徳的態度として実際の行動に結びつけることができていない」という面が認められた。
共同研究において取り組んだ教材・の開発・選定ならびに修正は 道徳的価値を高めるため
だけにとどまらずに，価値を理解した上で，実際の場面で行動に移せるようになるための
ものである D つまり，道徳的価値を理解はしていたができてはいなかったという状態から，
実践力を伴うものにしなければ，本研究における目指す生徒像に近づけることはできない。
道徳における教材配列を考えるにあたり，重点目標を踏まえた上で，生徒が実際の行動
を振り返ったり，それを基に何らかの行動に結び付けたりできるように，行事などとの関
連を工夫し，特別活動との連携を図った。
表 3に道徳の各学年における重点目標を示す。
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表3 道徳の各学年における重点目標
学年重点目標
1 望ましい生活習慣を身に付け，調和のとれた心身をはぐくむことができる
一12 自然や美しいものを愛し，大切にするとともに，崇高なものに素直に応えようとす
年| ることができる
生13 集団の一員としての自覚をもち，公正・公平な態度で，責任ある行動をとることが
できる
1 自他を広く受容し，思いやりの心をもって，互いに高め合う人間関係を築くことが
できる
年12 集団生活の向上のために，集団の規律を守り，自らの役割と責任を自覚することが
生| できる
3 地域社会の一員としての自覚をもち，勤労の尊さやその意義を理解し，勤労や奉仕
を通して社会に貢献しようとする心をもつことができる
1 真理や真実を求め，自己の人生を切り拓いていく積極性と力強さをもつことができる
:=12 多くの人々の支えにより自分があることを踏まえ，感謝の心をもって，素直にそれ
年 を表現したり，それに応えたりすることができる
生13 地域，日本，国際社会の一員としての自覚をもち，郷土の発展のために寄与しよう
とする意識をもつことができる
以上の各学年の重点目標を踏まえ，学校行事との関連を工夫した例を次に示す。
本校では，各学年でそれぞれ旅行・宿泊的行事を行うことが一つの特色で、ある。 3回の
宿泊的行事で，教師と生徒および生徒相互の人間的な触れ合いや信頼関係の大切さを経験
させることを通して，互いに認め合える集団だけでなく，関係性がまだ不十分な集団の中
でも，積極的に協力できるような社会性を身に付けさせたいと考えている。
また各々の旅行・宿泊的行事の目標を設定する際に次の二つの項目を必須とした。
①平素と異なる生活環境の中で，豊かな自然や文化に触れる体験を通して，学校にお
ける教育活動を充実・発展させる。
②自律的な集団行動を通して，健康や安全，集団生活のきまりや社会生活上のルール，
公衆道徳などについて望ましい体験を得ることにより，人間としての生き方につい
ての自覚を深める。
「集団活動を通して身に付けたい道徳性」
ア 自分勝手な行動をとらずに節度ある生活をしようとする態度
イ 自己の役割や責任を果たして生活しようとする態度
ウ よりよい人間関係を築こうとする態度
エ 集団や社会の一員としてみんなのために進んで働こうとする態度
オ 自分たちで約束をつくって守ろうとする態度
カ 目標をもって諸問題を解決しようとする態度
キ 自己のよさや可能性に自信をもち集団活動を行おうとする態度
中学校学習指導要領解説一道徳編ーより:
次の図 4は，各学年の旅行・宿泊的行事の関連および，道徳，各教科との関連を模式化
したものである。なお，図中のアからキは上記の「集団活動を通して身に付けたい道徳性」
の項目である。
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旅 |1年遠足
行|①自然または文化
的|②ア，ウ
宿 |1年野外活動
泊|①自然
的|②イ，ウ，オ
道 I4 (4)集団生活の向上と
徳|の関連
と| 自己の属する集団の
の|意義の理解を深め，自
関|己の役割を自覚して進
連|んでそれを果たそうと
する態度を育てる。
3 (2)自然愛・畏敬の念
自然の美しさや神秘
に感動する豊かな心を
もっとともに，人間の
力を超えたものに対す
る畏敬の念を深める。
教
科
と|理科(自然観察)
の|保健体育(スキー)
関
連
? 】???
?????? ???
???
? ?? ?? ????
? ?
②ア，イ，ウ，エ，オ，
カ，キ
?
??????? ???
???
4 (4)集団生活の向上と
の関連
集団と個のかかわり
について理解を深め，
自他の存在を認め合う
とともに，自他の伸長
を図り，集団生活の向
上に貢献しようとする
態度を育てる。
社会(歴史探訪など)
美術(文化遺産鑑賞)
技術(伝統的な技術)
図4 旅行・宿泊的行事の関連および，道徳，各教科との関連
4 (4)集団生活の向上と
の関連
集団における自己の
役割や責任の自覚を深
め，利己心や狭い仲間
意識を克服し，協力し
合って，集団生活の向
上に努めようとする態
度を育てる口
2 (3)友情・信頼
その場だけの関心や
自分に都合のいい相手
との関係のみにとどま
ることなく，視野を広
げ，積極的に尊敬と信
頼をもって友情を深め
る。
理科(自然観察)
保健体育(体っくり運動)
家庭(調理.実習)
旅行・宿泊的行事のみならず，その他の行事についても道徳的価値と結び付けられるよ
うな阻置を行った。
1， 2年生においては，行事の直前に関連する題材項目を配置すると，行事のための事
前指導の意味合いが強まりかねない。そのため，間接的に自らの体験を想起させて，道徳
的価値と結びつけられるよう，行事の後に配置している。
3年生は，行事などで下級生をリードし指揮を執る立場となる口そのため， 1， 2年生
で体験した成功や失敗とその反省を踏まえて，学校生活で高めてきた道徳性を実践する機
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会とするために，あえて行事などの前に関連する項目を配することにした。
行事との関連の例としては，生徒会総会と「集団生活の向上J4一 (4) 運動会と「友
情・信頼J2- (3)，卒業式と「家族愛J4一(6 )， r愛校心J4一(7 )， r郷土愛J
4一(8 )などである。
生徒の道徳性は，道徳、の時間を「要j として，学校教育全体を通してはぐくむものであ
る。各教科・領域等の学習内容(学校行事における体験的な活動など)と一層関連付ける
必要がある。
5 本年度の研究のまとめ
本年度，各教科，領域等では，それぞれ本研究における目指す生徒像に基づき，それぞ
れの特性を理解した上で，相乗効果を引き出せるような教育活動となるよう，全体構想、を
検討し，年間指導計画，評価計画等を作成した。
各教科では，それぞれの観点から，共同研究の目的に沿った研究を行っている (p7表
1参照)。
特別活動では，各教科が目指す学力や社会性を向上させるために「コミュニケーション
する力Jを育成することを目的とした本校のこれまでの研究の成果を生かしながら，幅広
い場面における話し合い活動，異年齢集団による活動，体験的な学習を行わせることに留
意し，全体計画，年間指導計画等の作成を行った。
道徳では，道徳的価値を理解した上で，道徳的態度として実際の行動に結び付けること
ができるよう題材を集積しつつ，各学年の重点目標を踏まえた全体計画，年間指導計画等
の整備を行った口また，教材配列を考えるにあたり，行事などとの関連を工夫し，特別活
動との連携を図った。
総合的な学習の時間では，体験活動の充実や大学の教員など本校ならではの教育資源の
活用について，より具体的な手だてを検討しながら，全体計画と年間指導計画を作成した。
現在，それぞれの領域等では，目指す生徒像の実現に迫る事例を集積したり，実践を振
り返り，計画を修正したりする作業を進めている。その実践の中から，いくつか明らかに
なってきたことがあった口
総合的な学習の時間において，平成23年度の 1年生で行った「自分を磨こう~授業づく
りを通して...J という試みにおいては，生徒の意欲が大変高まり，平成24年度からの完全
実施に向けて手応えを感じられるものとなった。無作為に構成したグル}プの中でも，生
徒は，多くの場面で自己と周囲との調和・調整を図ったり，協力し合ったりすることがで
きていた。授業を行うことで，発信者として自分の考えを述べるだけでなく，相手の考え
を引き出したり，互いの主張を調整したりしなければならなくなるが，そのような場面が
授業の中で訪れることをあらかじめ予測し，グ‘ループの中で役割分担をしながら，ファシ
リテーターとしての役割をしようとする姿が随所に見られた。
なぜここまで生徒が意欲をもって取り組めたのか考えてみると，いくつか要因が考えら
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れる。
要因の一つ目は，友人から出される課題そのものの魅力である。魅力のある課題と，そ
れに伴う体験活動などの一連の授業の進め方は，教師でなく 友人が授業を行うという新
鮮さと相まって，生徒を意欲的にさせていた。
二つ目は，授業者の話を聞こうという意識の高さである。授業者の説明に対して，本当
にそうなのかという意識をもちながら聞いている生徒が多く，実際に発問や説明に対する
質問がよく出たり，授業者が説明不足な部分を授業を受けている側の生徒が補う形で説明
したりしている場面が見られた。また，説明があまり上手ではない授業者もいる中で，ほ
とんどの生徒がよく聞いていた。全員が授業者となったことで，授業前には自分の授業に
生かそうと注意深く聞こうとし，授業後は授業者の立場も分かり，聞く意識が高まったと
いう感想も生徒から寄せられた。
三つ目は，生徒が自分で考えたことを全体に向けて発言できる雰囲気ができていたこと
である。通常よりも率直に発言ができるためか，授業者の発聞に対して積極的に発言があ
り，その中で多種多様な意見が出たり，意見の対立が起こったりした。生徒の授業後の振
り返りの中にも「自分の発言に反対意見の人もいたが，それについて考えてくれたので参
考になったJとあったように，決して皆が自分の意見に賛同するわけではないことが分か
っていても，自分の思うところを伝えることができる場になっていた D
授業を行った後の生徒のアンケートからは「授業で伝えたいことをうまく伝えられてよ
かった」という意見が多く見られた。生徒たちはこの実践を通して，何らかの成功体験を
積むことができた。こうして成功体験を繰り返し積ませることは，生徒の自己肯定感を高
めることにつながるため，この実践が， 目指す生徒像である「自己と周囲との調和を図る
ことのできる自己肯定感の高い生徒j に近づけるために有効であると考える。
一方で，各教科，領域等の実践により，生徒が意欲をもって授業に取り組むようにする
ためには，教師が以下の点に留意すべきであるということを再確認した。
一つ目に，魅力ある課題や題材を生徒に提示するということである。生徒が本気になっ
て話し合いながら様々な考えを出し合い，課題解決していけるような題材でなくては，協
同的な態度は育成できないし，知識理解の深まりも望めない。そこで，生徒が興味をもっ
て取り組むことができ，かつ追究可能な，やや難易度の高い課題を設定し，主体的，創造
的，協同的にそれを解決させることが必要で、あろう。
二つ目に，聞き合う関係づくりに努めることである口まずは受容的に聞く姿勢づくりか
らである。受容的に聞くことができない集団に対しては，話し手は意欲を失うことが多い。
誰もが自分の考えを分かりやすく説明できるわけではないので，説明に時間がかかる生徒
もいるであろうが，話し下手な生徒の話ほどよく聞こうとする姿勢をもてるよう，教師は
さりげない助言を教育活動全体を通してし続けるべきである。
三つ目に，よい話し手づくりに努めることであるロ可能な限り，話し手には，感じ方や
考え方を他者と共有できるよう，分かりやすい説明を意識するように助言する。考え方は
皆同じではなく，意見は対立することも多いので，他者に，自分の気付いたことや考えて
いることを，根拠をきちんと説明して伝える機会を増やし，表現方法を工夫させるべきで
ある D
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四つ目に，生徒に，認、められているという安心感をもたせることである。まずは教師が
生徒の話を傾聴し，共感することで生徒に安心感をもたせる。また，その生徒のもつ資質
を他の生徒と比較することなく認めることで，生徒の所属感，自己肯定感などを高めるこ
とができると考える。こうした感覚をもつことが，居心地のよい空間づくりには欠かせな
し、D
本年度の研究の成果と課題は以下の通りである。
成果
O各教科，領域等において「協同」などを効果的に取り入れ，共通の理念のもとに
教育課程全体構想，年間指導計画，評価計画等を作成し，本研究における目指す
生徒像に迫れるよう，学習や経験の場を準備，設定することができたロ
0各教科，領域等の実践を通して，目指す生徒像に近づけるために，教師が留意す
べき点、を確認できた。
課題
。作成した教育課程全体構想，年間指導計画，評価計画等が，目指す生徒像の実現
のため有効かどうか検証し，改善に努めていく必要がある。
0各教科，領域等の実践が，目指す生徒像の実現に迫る事例となりうるものかどう
かを検証し続ける必要がある。
0生徒の変容が見とれるような調査を継続していく必要がある。
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